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第2回 自然環境保全基礎調査

哺乳頻関達情報処理作業実施要領

工 業務の 目的

第2回 自然環塊保全基礎調査要綱に基づき実施 さ

れた動物分布調査(哺 乳類)に ついて関速情報ρ処

理 を行 うとと もに、哺乳類 の種 ご とにメ ツシユ分布

図を作成 し、哺 乳頻 の分布状況 について考察す るo

業務実施者及び桑務 実施場 所

この桑 務は㍉ 国が 財団法人 日本野生生物研究 セ

ンターに委 託 して実施 す る もの と し、業務の実施場

所は主 と して同セン ター 内 とす る。

なか、下記5一(5)「 哺 乳類 関達情報の処理」作業

を外注 して実施 しよ うとす る場合 、桑者の選定 に当

つては、数社 より見積 を叡 した上 セあ らか じめ環境

庁 と協臓す ること。

'
呂 業務 の内容

(の 哺乳類 関達情報の チ エ ツク

環境庁が貸与す る動物 分布調査(哺 乳類)報 告

書の哺 乳類分布 図(ユ/5万)を もとに、分 布 メ 穿

シユ図のチ エツクを行 うとともに、哺乳類 分布調

査会(恥R)が 行 つえ 調査 レポー ト及 び哺 乳類の .
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分 布に関す る既 存の個別情 報 とつ き合わせ を行 い、

哺乳類 の分 布 メツシユを碗定す る。

分 布域 に疑 問の ある地域 については、現地 ヒァ

リンン調査、郵送 アン ケー ト調査等 再調査 を実 施

す るこ とに よ9、 分 布メ ツシユの確定 に努 め る。

(2》 哺乳頻 関達情報 の整理

分布 メ ツシユの確 定後、環境庁が貸与す る聞 き

と9調 査票 より哺 乳類 関連情撮 を コーディン グシ

ー トに整理す るo

コーデ イン グシ・」 トに:記入すぺ き情報は次の項

目とす るo

① 回答者 に関す る事項

ア ・ア ンケー ト番号

② 哺乳頻 の生 息情報 に関す る事項

ア 哺 乳類 名

イ 生 息位 置(第5次 メ ツシユで衷示する)

ウ 群れの有無

工 頭数'

オ 子 連れ の有無

力 出現年代

⑨ 哺乳頻の生 息情報 に関す る亭項
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ア 哺乳類 名.

イ 絶減位置 、

ウ 絶減年代

④ その他環境庁が彦 要 と認 める亭項

(3)哺 乳類 関違情報 め処理

コーデイン グシー トに記 入され た哺 乳頻関達情

報 を磁気 テープ等 に収 納す る とともに、入 力 した

内容をすぺて プルー7リ ス トに出力す る。

④ 磁気 テープの点検

磁気テー プに情報が正 し く収納 され たか ど うか

について点検す る。

(5)哺 乳頻 分布メ ツシユ図の作成

碗定 され た分 布 メ ツシユに従い、哺乳類 の種 ご

とに縮尺 乳/250万 の分 布 メ ツシユ図を作 成す る。

(分 布 メ ツシユ図の蕃 図は、環境庁 より貸与す るo)

⑥ 哺 乳類の分布状 況 に関す る考 察

哺乳類 の分 布状 況に ついて、分布 メ ツシユ図及

び各種 資料 を も とに考 察を加え る。ま たヨ 出現(

絶波)年 代 図の例 を示 しこの図の使用上 の限界 に

つ いて もコメン トす るo

ら 業務 の実施方法
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受 託者 は、 この業 務 を実施す るに当 り、環境庁担

当官 の指 名す る者若干 名 を含 む検討会 を設け、有効

か つ効率 的な情綴 処理 の方法等につ いて検討 を行 う

もの とす るo

&桑 務の実施期間

この業驚 は、昭和55年s月51日 ま での間に行

うもの とす るo

`報 告

受託者 は、桑務 の緕果 を次 に よシと りま とめ、昭

和55年5月81日 までに:支出負担行 為担 当官 環

境庁 自然保 護局長 あて提 出す る もの とす る。

ω 報 告書200都(別 紙要領 に よる)

(2》 哺 乳類分 布 メ ツシ}図(縮 尺1/250万)8枚

(5》 哺 乳類関連情報磁 気 テープ1式

(の プルー フ リス ト1式
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第2回 自然環境保全基礎調査

鳥類関連情報処理作業実施 要領

工 業務 の 目的

第2回 自然環境保全碁 礎鯛 査 要綱 に蓋づ き実施亡

れ た動物分布調査(鳥 類)に つ いて関達情 綴 ②処理

を行 う とと もに、鳥頻 の種 ご とにメ ツシユ分布 図を

作成 し、 鳥頻 の分布状況 につ いて考察す るo

z業 務実施者及 び業 務実謡場所

この業務 は、国が財 団法 人 日本野鳥の会 に委託

して実施 す る もの と し、業務 の実施場 所は主 と して

同会 内 とす る。

なわ、下記5一 紛 「鳥類 関連情報 の処理」作業及

び5一(5)「 鳥 類繁殖 分布 メ ツシユ図の作成」作業 を

外 注 して実施 しよ うとす る場合 、業 者の選定 に当つ

ては、数社 より見積 を徽 した上 で あ らか じめ環境庁

と協 議す るこ と。

業務 の内容

(ユ)鳥 類 繁殖 情綴 の追加

資料調 査票 を点検 ・整理 し、 繁殖情報 を追加 す

るo

(2)鳥 類関達情報 の整 理
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環境 庁 より貸bす る繁殖状況票、 環境鯛査票 よ

9得 られ る情報 及 び 資料 鯛 査 票 の 整 理 に よ り得 ら..

れ る繁 殖 情 報 を コー デ イ ン グシー トに整 理 す る。

コー デ イ ン グ シー トに 記入 す べ き情 報 は 次 の項

侶 とす る。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

メ7シ ユ コー ド(5倍 地域 メ ツシ ユの コー ド)

調 査 コー ス の 環 境(環 境 要 素 の 比 率)

鳥 頻 コー。ト●

鳥 類 の種 名

繁 殖 可 能 性

観 察 コー ド

個 体 数

そ の 他環 境 庁 が 必 聖 と認 め る事 項

㈲ 鳥類 関漣 情 報 の 処 理

コー デ イ ン グ シ ー トに 記入 され た 鳥類 関 連情 報

を磁 気 テ ー プ等 に収 納 す る と とも に 、入 力 した 内

容 をす ぺ て プル ー フ:リス トに 出 力す る 。

④ 磁 気 テ ー プの 点 検

磁 気 テ ー プに 槽 報 が 正 し く収納 され たか ど うか

につ い て 点検 す る 。

(5)鳥 類 繁 殖 分 布 メ ツシ ユ 図 の作 成
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上 記 に よシ作成さ れた磁気 テー プを もと に、鳥

類 の種 ごとに鳥類繁殖 分布 メ ツシ晶図及び次に示

す集計表 を電算機 に よ虹打 ち出す 。魑

ア 鳥 類の 種 ご との繁 殖 可能 性 ラ ン ク別 メツ シユ数'

(地 方 プ ロツ ク別 集 計)

イ 鳥 類φ 種 ご との観 察 コー・ド頻 度(全 国 集 計)

ウ 鳥 類 の 檀 ご との県 別 記録 一 覧 表

エ メ ツ シユ 番 号 ・繁 植 可 能 性 ラン ク、 観察 コー ド、

個体 琴の鳥類 の檀 ごとの県別編集 リス ト及 び同 メ

ッ シュ数(県 別 集 計)

オ 調査 サブ メツシ轟 コー ド番 号打 出 し表(県 別)

(6)鳥 類の分布状況 に関す る考 察

鳥類の分布状況 につ いて分布 メ ツシ晶図、上記

の集計表及び各種 資料 を もとに考察 を加え る。

ら 莱務の実施方法

受託者 は、嘱この業務を実施す るに当9環 境庁担 当

官の指名す る者若干名を含む検討会 を設け、有効か

つ効率的 な情 報処理の方法等 につ いて検討 を行 うも

の とす る。

5菜 務 の実 施 期 閲

この業 務 は 、 昭和55年5月51日 ま での 間 に行
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うもあ とす る。

`報 告 .

受 託 者 は 、業 務 の結 果 を次 に よ シま とめ」 昭 和55

年5月5工 日ま で に支 出負 担 行 為担 当官 環境 庁 自

然保 護 局 長 あ て提 出す る もの とす る。

① 報 告 書200部(別 紙 要領 に よる)

(2)鳥 類 関 連情 報 磁 気 テ ー プ ユ式

(5)プ ル ー7リ ス ト ユ式
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第2回 自然環境保全 基礎調査

海岸関達傍報処瑠作桑実施要領

工 菓 驚 の 目的

第2回 自然環境保全着髄 稠査 要綱 に:基づ き実施 され

た海 岸調査 に:ついて、海蝉 線延長O計 測を行 うととも

に、函達情報 の処理 を行 う。

2.桑 務実施 者及 び桑務実抽掲 所

この桑 務は、国が アジア航 測株式 会社 に委託 して実

施す る もの と し、桑 務O実 施場 所は主 と して同社 内 と

す る0

5桑 務 の内容

(ユ)全 国 の海岸改変状況 図 にか いて、環境庁 の提示す

る海域区分 を実謡 した 上で 、各 計測区閥 の区間長及

び 計測区閲 の区分点 のX了 座 漂 を測定す る。 なか測

定に 当つ ては次O点 に留意 す る。

① 測定は1海 蝉改変状況 図O図 秦 ごとに行 う。

② 海 岸改変状況 図の図葉 ご との区閥長 の合 計値が 、

「全 国海岸域現況 調査 」(50年3月 建設省)の

結果 と距離 に して 多%以 上異 な る場 合は再測す る。

③ 海岸 改変状況 図に不備が あ る場 合は 、調査担 当

都 道府 県に直接照会す る。
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㈲ 海岸調査票 より、そ の内容を磁 気テープに収納 す る。

㈲ 磁 気 テ ー プ に収 納 され た海 岸 関連 情 報 を ラ ィ ン プ

リン ター に よ り出力 し、 ミス チ エ ックを行 う。

(4)電 算機 に よ り、瓠 遭 府 県 ご とに海 岸(汀 線)区 分

別及 び 海蝉 陸 域 区 分 別 の海 岸 線 延 長 を算 出す る。

ら 梨務の実施方法

海 岸関連情報 を磁 気 テー プに収納 す るに当つては、

磯 庁鞘 官碗 名する者若干名功+頒 見鰍 し・.

効 率 的 な情 報 処 理 に勢 め る もの とす る。

5・ 桑 驚 の実 施 期 間

この桑 務 は 、 昭 和55年5月5ユ 日ま で ρ間 に行 う

もの とす る。

&報 告

受 託者 は 、桑 務 の緒 果 を 次 に よ りと りま とめ ゼ 昭 和

55年5月5ユ 臼ま で に 支 出 負担 行 為 担 当官環 境 庁 自

然 保葭 局 長 あ て 提 出す る もの とす る。

(】)磁 気 テー プ.1式

(海 岸 調 査 察 の全 デー一タを収 録 した もの)

(2)
,海岸 調 査票 ■式

(ラ イ ンプ リン ター よ り出 力 した もの)

㈲ 報告 書(B5版)2go部
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(集 計結果 及び業務 の実施手順 ・磁 気テー プの

収録構造等につ いて解 説 した もの)
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自然環境保全基礎調査情報の集計 ・整理

システムの基本設計作桑実施要領

ユ

z

3

業 務 の 目的

2～5県 程 度 の広 が りの 中 で 、 ケ ー ス ス タデ ィを

実施 す るζ とに よ り・ 自 然環 塊 保 全 差 礎 醐 査 の結 果

を ペ ー ス とす る各 種 集 計 ・整 理 シ ス テ ム の基 本 設計

を 行 う。'

菜 務 実 施 者 及 び業 務 実 施 場 所

ζの 業 務 は、 国 が ㈱ 野 村 総 合 研 究 所 に 委 託 して 実

施 す る もの と し、 業 務 の 実施 場 所 は主 と して 同研 究

所 内 とナ る。

業 務 の 内 容

自然 環 境 憎 報 に 対 す る 昌 ・一ズ分析 を行 い 、主 と し.

て2～5県 程 度 の 広 が9の 中 で ケ ー ス ス タデ イを 実 ・

施 しつ つ を次 の事 項 に つ いて と りま とめ るo

(ユ)第2回 自然環 境 保 全 基 礎 胴査 の 結 果 を ペ ー ス と

して 、地 域 標 準 メ ツ シユ に よ る方 法 等多 様 な 昌一

ズに こた え られ る自然 環 境 情 報 の検 紫 シ ステ ム の

検 討 を初 め、 自然 環 境 憎 報 の効 率 的使 用 の た め リ

シ ステ 今の 基 本 設 計 を行 う。

(2)第2回 自然環 境 保 全 基 礎 醐査 の 結 果 の 集 計 ・整
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理 の海 め 、 次 の事 項 につ い て 検 討 す るo

ア 次 の 劇査 項 目に つ い て 、 妥 当 な デ ー タ処 理 方 法

の 検 討 を行 うo電 算 機 に よ る処 理 ボ 適 当 な 調査 項

目の 場合kは 、 コー テ イ ン グ シー ト及 び イ ン プ ㌘

ひレ イ7ウ レの 藩 本 設 計 を 行 うo

切

㈹

㈲

㈹

㈲

㈱

㈲

植生 劇査

特定植 物 群落調査

両生 類 ・は虫 類胴査

淡 水 魚類 翼査

昆虫 類調査

湖沼 調査

河川調査

干潟 ・藻 嵩 ・サ ンゴ礁 調査

海域環塊 調査

海城 生物 劇査

イ 各 調査 結果 の 図表、 グ ラ7等 に よる表現方 法 を

検討す るo・また 乱次の 図表辱 の自動作函 の必 要性'

の検尉及 び 自動作 薗のた め の プロ グラムの差本 設

計 を行 うo

(ア)哺 勃類 等動 物の分布 図

㈲ 保 全地城 別植生 自然 度 分布比 率図等の棒 グラ7
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㈲ 海域別 自然海岸 比 率図等 の円 グ ラ7

←)海 岸改変状 況 図

㏄ジ 湖沼 一覧表等各 禮一 覧表

ウ 次に示す項 目等 につ いて各種集計 の妥当性 を

検討ナ るoま た、電算機 に よる集計 が適 当な場

合 には、集計 を行 うた めの プログ ラムの基本毅

計 を行 う。

(ア)保 全地域 別植 物群落及 び植生 自然 度集計

㈹ 哺 乳類 の生息 区画 数、絶 滅区 画 数集計

㈲ 哺 乳類 の標高 別生息 区画 数集 計

⇔ 哺乳 類の生息 と植生 との相関

㈹ 鳥類相 と生息環 境 の相 関等

㈲ ・生息 環境別 両生類 、は虫類分 布地 点数集 計

㈲ 湖岸の改 変駿 況及 び土地利用 状況 別延長集

計及びクoス 集 計

の 河岸 の改 変状況 、土地利用状 況 、不侠要因

等別延長集計及 び9口 え集計

㈲ 海岸の改 変状況 、土地 利用状 況 、立 入可能

性等別延 長集計及 び クoえ 桑計

.(
コ)干 潟 ・藻場 ・サ ン ゴ礁 の現 況 、消滅 、清澄

度別 面積集計 及び ク σス集計
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4桑 務 の 実 施 方 法

受 託 者 は 、 この 桑 務 を 実施 ナ るに 当 た り、環 境 庁担

当 官 の 指 名 す る者 着 干 名 を含 む 各 方 面 よ り十 分意 見 を

徽 し、 自然 環 塊 惰 報 に対 す る 三 一 ズ の把 握 に 努 め る も
●

の とす る。

5・ 業 務 の実
.施期 闇 ・

こ の桑 務 は 、 昭 和55年5月3ユ 日まで に行 う もの

とナ るo

`報 告

受 託 者 は 、 桑 務 の結 果 を次 に よ りと う ま とめ 、,昭和

55年 明 昌 圓蛭 肢 甑 獅 綱 当旦 環境庁

自然保陳局長あて捷出するもの とす るo

(ユ》 報 告 書(B5版)…200部

(開 発 され た プ ログ ラム リス ト、 ケ ー スス タデ ィの結果

等 を収録 した もの)
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